
二人三脚で経営革新！ 

http://www.itc.or.jp/

ITコーディネータ ITコーディネータ 
活用事例集vol.4

〈社員主体の経営改革①〉 

システムリニューアルをきっかけに社員が会社を変え始めた！――千葉県・千代田漬物（漬物卸売業） 

〈社員主体の経営改革②〉 

ＩＴ導入が引き出した社員の結束力　「本物のものづくり」で伝統文化を守る――京都府・矢代仁（呉服製造問屋） 

〈システム運用を定着させる〉 

この工事は赤字？黒字？原価把握が利益重視の経営を生んだ――富山県・旭鉄筋（鉄筋工事業） 

〈ビジネスモデルを支えるIT②〉 

日本の中古車は海外の「宝」　輸出強化は競争より協調で――石川県・会宝産業（中古自動車部品販売業） 

〈ビジネスモデルを支えるIT①〉 

仕入れ、製造、物流を次 「々差別化」　ピンチをチャンスに変え、畳を売る！――広島県・備後ムラカミ（畳製造卸業） 

〈自治体編〉 

自治体におけるITコーディネータの活用――秋田県 
発行　2008年1月 

特定非営利活動法人　ITコーディネータ協会 
〒105-0011　東京都港区芝公園1-8-21　芝公園リッジビル7F 
TEL 03-5733-8380　FAX 03-5733-8388　 

「ITコーディネータ活用事例集vol.4」 
 

経済産業省推進事業 
IT経営応援隊 

中小企業の経営改革をITの活用で応援します。 
ホームページ：http://www.itouentai.jp/ 

ITコーディネータ協会はIT経営応援隊の事務局
を担当しています。 

●「IT経営」の担い手、ITコーディネータ 
●企業の実情に即した経営改革事例 



IT経営応援隊 ITコーディネータが 
活躍するプロジェクト 

ITコーディネータ協会からのメッセージ 

　
経
済
産
業
省
推
進
の
事
業
で
あ
る
Ｉ

Ｔ
経
営
応
援
隊
は
、
中
堅
・
中
小
企
業

の
戦
略
的
Ｉ
Ｔ
利
活
用
が
継
続
的
に
推

進
さ
れ
る
よ
う
、
Ｉ
Ｔ
経
営
の
啓
発
活

動
や
地
域
に
お
け
る
支
援
体
制
づ
く
り

を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
。 

　
活
動
は
、
中
小
企
業
Ｉ
Ｔ
経

営
力
大
賞
の
選
定
、
経
営
者
研

修
会
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
育
成
研
修
会
や

Ｉ
Ｔ
経
営
教
科
書
の
作
成
と
い
っ

た
全
国
対
象
の
も
の
と
、
９
つ
の
経
済

産
業
局
を
核
と
す
る
地
域
ご
と
の
も
の

に
分
か
れ
る
。 

　
地
域
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊
で
は
、
Ｉ
Ｔ

経
営
推
進
に
関
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、

個
別
支
援
な
ど
が
展
開
さ
れ
、
研
修
会

の
講
師
や
個
別
支
援
の
専
門
家
と
し
て

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
活
躍
し
て
い
る
。 

　
平
成
19
年
度
の
事
業
の
中
で
特
徴
的

な
も
の
と
し
て
、
中
小
企
業
Ｉ

Ｔ
経
営
力
大
賞
が
挙
げ
ら
れ
る
。

優
れ
た
Ｉ
Ｔ
経
営
を
実
現
し
、

他
社
の
参
考
と
な
る
企
業
を
表

彰
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、

各
種
表
彰
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ
経
営

の
実
践
内
容
が
一
定
水
準
以
上
の
企
業
は
、

Ｉ
Ｔ
経
営
実
践
企
業
と
し
て
認
定
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

http://w
w
w
.itouentai.jp/

特定非営利活動法人 

電話：03-5733-8380
ITコーディネータ協会（ITCA） 

URL： http://www.itc.or.jp/

　ITコーディネータ協会（ITCA）は、経済産業省をはじめとした関連機関との連携のもと、ITコー
ディネータの資格認定、普及・啓発、実践活動支援、継続的な育成支援などを推進しています。 
　ITCのご活用については、ITコーディネータ協会のホームページからお近くの ITCを探すことがで

きますので、どうぞご利用ください。
ITCは全国170以上に上る届出組織を
作っています。これらの組織も窓口とな
って、皆様をサポートします。 
　また、ITコーディネータ協会でもご相
談を承ります。 

ITコーディネータ協会へ ITコーディネータの 
活用に関するご相談は 

会
社
の
未
来
の
た
め
に 

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と 

夢
を
語
り
ま
せ
ん
か 

ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、 

ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
に
な
っ
て 

お
手
伝
い
す
る
の
が 

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
で
す 

経
営
改
革
は
目
標
の 

明
確
化
、
自
社
の
現
状 

把
握
、
そ
し
て
情
熱
が 

大
切
で
す 

高橋真治 那波幸光 中塚一雄 山川元　 

会
社
の
経
営
改
善
が 

必
要
と
感
じ
た
ら
、 

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の 

活
用
を 

！ 
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Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
展
や
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
り
、
取
引
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
単
に
良
い
も
の
さ
え
つ
く

れ
ば
い
い
、
と
い
う
従
来
型
の
姿
勢
で
は

生
き
抜
く
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と

す
る
Ｉ
Ｔ
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
で
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
で
き
、
短

期
間
で
躍
進
す
る
企
業
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。 

　
こ
う
し
た
中
、
国
の
施
策
に
お
い
て
も
、

Ｉ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
経
営
革
新
し

て
い
く
「
Ｉ
Ｔ
経
営
」
が
謳
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
Ｉ
Ｔ
経
営
の
主
要

な
推
進
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
経
済
産
業
省
推

進
資
格
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
（
以

下
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）
で
す
。 

　
 

　
 

　
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
Ｉ
Ｔ
と
経
営
の
両
方
を
理
解

し
、
経
営
者
の
立
場
か
ら
企
業
の
実
態
に

あ
っ
た
経
営
革
新
や
Ｉ
Ｔ
導
入
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。 

 
経
営
者
の
思
い
を
じ
っ
く
り
聞
き
、
社

内
の
改
革
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
も
力
を

注
ぎ
ま
す
。
企
業
の
経
営
成
熟
度
や
Ｉ
Ｔ

成
熟
度
に
あ
わ
せ
た
柔
軟
な
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
こ
と
、
経
営
戦
略
策
定
か
ら
シ
ス

テ
ム
導
入
、
運
用
ま
で
一
貫
し
た
プ
ロ
セ

ス
を
持
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
こ
の

「
Ｉ
Ｔ
Ｃ
プ
ロ
セ
ス
」
を
軸
に
す
る
こ
と

で
、
経
営
戦
略
に
基
づ
い
た
情
報
化
計
画

が
立
て
ら
れ
、
無
駄
な
Ｉ
Ｔ
投
資
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
、
大
き
く
独
立
系
の
外
部
専

門
家
と
し
て
活
動
す
る
人
と
、
企
業
内
で

ス
キ
ル
を
活
か
す
人
に
分
か
れ
ま
す
。
独

立
系
の
Ｉ
Ｔ
Ｃ
に
は
、
直
接
契
約
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
ほ
か
に
、
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援

隊
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会
等
、
ま
た
、

都
道
府
県
等
の
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
専
門
家
派
遣
制
度
な
ど
を
使
っ

た
個
別
の
支
援
等
で
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

　
一
方
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
ス
キ
ル
は
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
に
も
評
価
さ

れ
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
を
中
心
に
社
内
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
部
門
を
設
け
る
企
業
も
出
て
き
て
い

ま
す
。 

　
 

　
 

　
２
０
０
１
年
の
創
設
か
ら
７
年
が
経
ち
、

Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
活
動
実
績
も
随
所
に
現
れ
て
き

ま
し
た
。
企
業
支
援
に
お
い
て
は
業
種
を

問
わ
ず
、
ま
た
、
従
業
員
数
20
名
以
下
の

比
較
的
小
規
模
な
企
業
か
ら
大
規
模
企
業

ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体

の
Ｉ
Ｔ
調
達
支
援
や
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
と
し

て
活
躍
す
る
Ｉ
Ｔ
Ｃ
も
お
り
、
こ
の
分
野

で
の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く

と
予
測
さ
れ
ま
す
。 

　
優
れ
た
経
営
戦
略
と
Ｉ
Ｔ
活
用
を
推
進

す
る
中
小
企
業
を
選
出
し
た
「
平
成
18

年
度
Ｉ
Ｔ
経
営
百
選
」
に
お
い
て
は
、
最

優
秀
賞
受
賞
75
社
の
う
ち
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
支

援
し
た
企
業
は
27
社
、
優
秀
賞

受
賞
59
社
の
う
ち
Ｉ
Ｔ
Ｃ
支
援

企
業
は
18
社
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
根
付

き
は
じ
め
た
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
本
冊
子
で
は
、
中
小
企
業
の

Ｉ
Ｔ
入
門
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
に
掲
載
さ
れ
た
記

事
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
活
動
事
例

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

経
営
戦
略
の
立
案
か
ら
サ
ポ
ー
ト
 

企
業
・
自
治
体
な
ど
幅
広
く
支
援
 

　本冊子に掲載された ITコーディネータ活用事例は中小企業
の IT入門マガジン「COMPASS」（発行：リックテレコム）
をもとに制作しました。 
　「COMPASS」は、協賛企業のご協力により、年4回（1月、
4月、7月、10月）発行しており、ITコーディネータの活用
事例、公的支援制度、経営改革を目的としたIT活用の方法な
どを、イラスト・図解を用いながらわかりやすく解説しています。 
　中小企業経営者（情報関連ご担当者）の皆様は1社につき
1冊まで無料でお読みいただけます。ご登録はCOMPASS
のWebサイトにて 
URL : http://www.compass-it.jp/

徴 徴 １ １ 特 特 
経営者の立場で 
話ができる 

徴 徴 22特 特 
成功のプロセスを 
知っている 

徴 徴 33特 特 
経済産業省 
推進の資格 

　
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
は
政

府
の
「
Ｉ
Ｔ
新
改
革
戦
略
」
を
支

え
る
重
要
な
人
材
と
し
て
、
経

済
産
業
省
が
推
進
す
る
資
格
で
す
。

毎
年
の
資
格
更
新
を
義
務
づ
け
て

お
り
、
常
に
サ
ー
ビ
ス
品
質
が
保

持
さ
れ
る
こ
と
で
、
高
い
信
頼
性

を
確
保
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
、
シ
ス
テ
ム
の
専
門

家
は
経
営
面
ま
で
は
カ
バ
ー
し
な

い
こ
と
が
多
く
、
経
営
者
の
思
い

を
十
分
に
反
映
で
き
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
は
経
営
者
の
立
場

に
立
っ
て
、
経
営
戦
略
に
沿
っ

た
Ｉ
Ｔ
化
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
ま
す
。
 

　
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
は
、
経

営
戦
略
策
定
か
ら
シ
ス
テ
ム
導
入
・

運
用
ま
で
一
貫
し
た
「
Ｉ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
プ
ロ
セ
ス
」
を
習
得

し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に

沿
っ
て
、
各
企
業
の
実
情
に
合
わ

せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
や

儲
か
る
Ｉ
Ｔ
化
戦
略
の
実
現
・
推

進
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

ITコーディネータはこんな人材です 

ITコーディネータは ITコーディネータは 

経営者の思いを受けとめ 経営者の思いを受けとめ 経営者の思いを受けとめ 
改革をサポートします 改革をサポートします 改革をサポートします ！ ！ ！ 

ITコーディネータとは？ ITコーディネータとは？ 
経営とITに精通する専門家 経営とITに精通する専門家 



　千葉県を中心に活動するITコーディネータ。
中堅中小企業を中心に経営課題整理やIT活用支援、
基幹系業務改善支援を得意とする。 
　千代田漬物では合計40回におよぶ改円隊プロジェ
クトの会議を開催し、SWOT分析などを通じて会
社の現状を整理。売上分析資料を用意したり、
会議結果を文書に整理したりなどサポートを行
いながら、メンバーが自ら考え討議できる場作
りを進めた。現場を知るため、早朝から市場を
訪れ、営業担当者の車に同乗して顧客を回った
こともあったそうだ。 
　柿澤部長は、「鬼澤さんがまとめた会議資料を
見て、たった2週間で私達以上にうちの会社を知っ
てくれた」と感じたそうだ。柿澤社長は「経営
者はいつも一人で決断する立場。ブレーン役が
果たせるITコーディネータの存在は大きい」と
指摘する。 
　鬼澤氏は現在も同社の経営支援を続けている。 

鬼澤健八 氏 
おにざわIT経営支援オフィス 
info@onizawa.jp 
（千葉IT経営支援LLP　事務局長） 

千代田漬物のコンピューター活用 
チャレンジ史 

2ヵ月強 4ヵ月 2ヵ月 4ヵ月 現在 

Step0

S
t
e
p
1
 

経
営
戦
略
策
定
 

S
t
e
p
2
 

情
報
化
企
画
 

業
務
見
直
し
 

S
t
e
p
3
 

I
T
製
品
・
 

シ
ス
テ
ム
会
社
の
選
定
 

S
t
e
p
4
 

I
T
導
入
作
業
 

業
務
改
革
 

S
t
e
p
5
 

I
T
活
用
 

（
基
幹
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
） 

ITと別の経営戦略実行（評価基準作り、他） 

「改革円陣隊」 
＋ミニプロジェクト 

「改革円陣隊」 
＋現業メンバー 

プロジェクトチーム 
「改革円陣隊」 

体制づくり（プロジェクトチーム、社内啓蒙） 

経
営
戦
略
　
実
行
 

千
代
田
漬
物
の
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

オ
フ
コ
ン
を
導
入
 

5
年
の
償
却
期
限
が
く
る
 

販
売
管
理
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
！
 

パ
ソ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
 

1
年
経
っ
て
も
う
ま
く
使
い
こ
な
せ
な
い
 

社
員
に
押
し
つ
け
て
い
た
…
 

先
端
だ
っ
た
技
術
が
す
ぐ
に
古
く
な
っ
た
…
 

素
人
が
素
人
に
教
え
て
も
…
 

今
度
こ
そ
は
！
平
成
17
年
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

3 2 1社員の 
反発 

反省 

サポーター紹介紹介 サポーター紹介 

ITコーディネータ 

代表取締役社長　柿澤利行 氏（右） 
営業部部長　柿澤好徹 氏 

　▲早朝の外商部の風景。各
自伝票を出力して納品にでか
ける。 

千代田漬物の 
オリジナル商品 

卸売市場の店舗 

　店頭での業務風景。 

千代田漬物株式会社 
会社 
概要 

千葉県千葉市美浜区高浜2-2-1 
（千葉市中央卸売市場内） 
他に成田市に拠点を持つ 
設　立　年：昭和50年 
従業員数： 20人 
事業内容：漬物の卸売り（卸売市場の店頭販売

30％、県内約170店舗への外商70％）  
http://www.chiyotsuke.co.jp/
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本
事
例
で
は
、
千
葉
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

の
「
専
門
家
派
遣
事
業
」、
千
葉
市
産
業
振
興

財
団
の
「
専
門
家
派
遣
事
業
」
な
ど
を
利
用

し
て
い
ま
す
。 

　
2
0
0
6
年
3
月
1
日
午
前
5
時
。

す
で
に
活
気
を
帯
び
て
い
る
千
葉
市
中

央
卸
売
市
場
内
に
あ
る
千
代
田
漬
物
の

オ
フ
ィ
ス
で
、
新
し
い
基
幹
業
務
シ
ス

テ
ム
が
稼
働
を
開
始
し
た
。
早
朝
か
ら

駆
け
つ
け
待
機
す
る
I
T
ベ
ン
ダ
ー
や

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
。
慣
れ
な
い
動

き
に
現
場
に
は
黄
色
い
声
が
飛
び
交
い

「
戦
争
」
状
態
に
…
。
し
か
し
、
今
回

は
「
9
年
前
」
と
は
違
う
。1
週
間
も

す
る
と
新
シ
ス
テ
ム
は
社
内
に
確
実
に

定
着
し
て
い
っ
た
。 

　「
9
年
前
に
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
を

入
れ
た
と
き
は
、『
こ
れ
を
使
い
な
さ

い
』
と
社
員
に
押
し
付
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
業
績
も
下
降
線
に
入
っ

て
い
て
、
ボ
ー
ナ
ス
も
出
な
い
の
に
機

械
に
お
金
を
払
う
の
か
と
社
員
か
ら
猛

反
発
を
受
け
ま
し
た
」 

　
漬
物
卸
売
業
・
千
代
田
漬
物
の
柿
澤

利
行
社
長
は
9
年
前
の
苦
い
経
験
を
こ

う
説
明
す
る
。
シ
ス
テ
ム
導
入
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
当
時
30
人
い
た
社
員
の

約
半
数
が
退
職
。
会
社
は
存
続
の
危
機

に
立
た
さ
れ
た
。 

　
な
ん
と
か
苦
境
を
乗
り
切
り
、
シ
ス

テ
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
目
指
し
た
千

代
田
漬
物
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
必
要

性
を
感
じ
千
葉
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

か
ら
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
鬼
澤
健
八

氏
の
紹
介
を
受
け
る
。 

　
柿
澤
社
長
の
「
今
度
は
社
員
が
主
体

と
な
っ
て
作
る
」
と
い
う
構
想
を
、
鬼

澤
氏
が
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。 

　
 

　
 

　
 

　
6
名
か
ら
な
る
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
「
改
革
円
陣
隊
」（
通
称
　:

　

改
円
隊
）

と
名
づ
け
ら
れ
た
。「
で
も
ス
タ
ー
ト

は
全
然
I
T
で
は
な
く
、
鬼
澤
さ
ん
の

問
い
か
け
は
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
、
で
し
た
」
と
リ
ー
ダ
ー

の
柿
澤
好
徹
営
業
部
長
は
説
明
す
る
。

参
加
メ
ン
バ
ー
が
主
役
と
な
り
、
会
社

の
現
状
や
強
み
弱
み
、
ど
う
変
え
て
い

け
ば
よ
い
か
を
話
し
合
う
。
鬼
澤
氏
は

考
え
る
材
料
（
デ
ー
タ
）
を
提
供
し
た

り
、
会
議
を
進
行
さ
せ
る
役
割
を
担
っ

た
。 

　
会
議
が
軌
道
に
乗
り
出
す
と
、「
う

ち
は
こ
ん
な
会
社
な
ん
だ
と
見
え
て
き

た
。
主
要
な
取
引
先
は
ど
こ
か
、
ど
う

売
っ
て
い
く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
と
気

が
つ
い
た
」（
柿
澤
部
長
）
と
、
メ
ン

バ
ー
は
徐
々
に
当
事
者
意
識
を
高
め
、

自
ら
改
革
の
方
向
を
考
え
始
め
た
の
だ
っ

た
。 

　
業
務
の
見
直
し
が
進
み
、
次
は
い
よ

い
よ
I
T
導
入
の
ス
テ
ッ
プ
へ
。
今
回

は
、
従
来
か
ら
の
販
売
管
理
に
加
え
、

在
庫
管
理
と
会
計
処
理
を
シ
ス
テ
ム
化

し
た
が
、
シ
ス
テ
ム
内
容
や
費
用
、
業

務
フ
ロ
ー
を
勘
案
し
、
あ
え
て
手
書
き

を
残
し
た
部
分
も
あ
っ
た
と
い
う
。 

　
I
T
ベ
ン
ダ
ー
の
選
考
も
鬼
澤
氏
の

指
導
の
も
と
社
員
自
ら
が
行
っ
た
。
新

シ
ス
テ
ム
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
な
し
に
利
用
。
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ソ
フ
ト
の
標
準
的
な
業
務
フ
ロ
ー
に

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
構
築
費

用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

　
ま
た
、
成
田
営
業
所
と
の
間
は
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
で
V
P
N
接
続
し
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
体
制
を

整
え
た
。 

　
 

　
 

　
 

　
導
入
後
は
、
在
庫
管
理
が
適
正
に
な

り
粗
利
益
率
が
約
1
％
ア
ッ
プ
。
一
方

で
、
社
員
に
は
売
上
デ
ー
タ
を
元
に
販

売
方
式
を
工
夫
す
る
動
き
も
出
て
き
た

と
い
う
。 

　「
得
意
先
の
売
上
ア
ッ
プ
に
役
立
つ

提
案
を
し
た
い
」「
地
元
の
土
産
店
に

外
国
産
の
漬
物
が
並
ぶ
昨
今
、
千
葉
県

ら
し
い
地
産
の
漬
物
も
広
め
た
い
」。 

　
こ
う
し
た
柿
澤
社
長
の
問
題
意
識
は

改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
社
員
と

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

　「
景
気
が
悪
い
と
ど
う
し
て
も
マ
イ

ナ
ス
の
方
に
頭
が
動
く
。
し
か
し
、
や

る
こ
と
が
見
え
れ
ば
活
気
が
出
て
く
る
。

こ
れ
が
経
営
者
と
し
て
は
一
番
う
れ
し

い
」
と
柿
澤
社
長
は
力
を
込
め
た
。
鬼

澤
氏
が
「
成
功
の
カ
ギ
は
I
T
で
は
な

く
人
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
千
代
田

漬
物
は
I
T
導
入
を
き
っ
か
け
に
社
員

の
力
を
伸
ば
す
こ
と
に
成
功
し
た
。 

I
T
導
入
の
会
議
な
の
に
 

仕
事
の
現
状
を
話
し
合
う
！？
 

次
は
デ
ー
タ
を
生
か
し
 

営
業
手
法
の
改
善
へ
 

ITコーディネータ ●活用事例● ITコーディネータ ●活用事例● 本記事は「COMPASS」2007年夏号の特集「磨け！400万社の成長力」より抜粋したも
のです。掲載内容は2007年7月現在の情報に基づいています。 
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ル
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き
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か
け
に
 

社
員
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社
員
が
会
社
会
社
を
変
え
始
め
た
！
 

シ
ス
テ
ム
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
き
っ
か
け
に
 

社
員
が

社
員
が
会
社
会
社
を
変
え
始
め
た
！
 

シ
ス
テ
ム
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
き
っ
か
け
に
 

社
員
が
会
社
を
変
え
始
め
た
！
 

社員主体の 
経営改革① 
社員主体の 
経営改革① 

千
葉
県
千
葉
市
　
漬
物
卸
売
業
・
千
代
田
漬
物
の
場
合 

―
―
 



社員で手作りした商品パンフ
レット。新入荷商品をスピーディ
に営業ツールに載せる 

　2年にわたり矢代仁のコンサルティングを続けている。税理士事務所に勤める間
宮氏が財務システムの相談に乗ったのがきっかけでITコーディネータとしてのサポー
トを開始。二人の役割は、小形氏が経営、営業系、間宮氏が財務系とのことだ。内
容はIT面のみならず、商品戦略や営業支援、イベント企画、人事と多岐にわたる。
まさに「パートナー」というイメージだ。 
　矢代社長も岡本部長も改革の成功を喜び、二人の実績を高く評価している。 
　岡本部長は、「われわれは何も知らないから勝手なことを言ってしまうのですが、
それをやんわりと受け止めて教えてくれる。やわらかい気持ちと包容力に包まれて知
らぬ間にここまで来てしまいました」と微笑む。 
　ITCの二人は今後もコンサルティングを続け、機会があれば矢代仁の取引先の
経営改革も支援したいとのことである。 
　システム導入時のITベンダー選定では、後日談もあった。提案を採用されなかっ
た企業の担当者がITCの良さを知り、資格取得に動いたのだそうだ。ITCの認知
が少しずつ広まっているようだ。 

サポーター紹介紹介 サポーター紹介 

ITコーディネータ 小形　茂 氏　間宮達二 氏 
ITC-METRO 
http://www.itc-metro.or.jp

矢代仁 
　代表取締役社長　矢代　一 氏（写真右から二人目） 
　取締役営業部長　岡本　巧 氏（左から二人目） 
ITコーディネータ 
　小形　茂 氏（左）、間宮達二 氏（右） 

会社 
概要 

京都府京都市中京区室町通二条南入蛸薬師町272-2 
創　　業：1720年（享保5年） 
従業員数： 36名 
事業内容：呉服製造卸　大手百貨店を主な取引

先としている  
http://www.yashironi.co.jp/

株式会社　矢代仁 
（ やしろに ） 

矢代仁の販売管理システム 

①スピーディな対応 

②売れ筋商品の把握 

③在庫の削減 

（イ）の色は 
デパートB 
に出荷中 

（ア） 

デパートA

（イ） 

デパートB

（ウ） 

展示会C

取り寄せ 

照会 

販売管理システムには商品ご
との納入情報が登録される。 
従業員はシステム上で色味な
どを確認して、他店にある在庫
品を取り寄せることができる。 

このお客様 
なら（イ）の 
色がいいな 

もう少し 
淡い色は 
ないかしら 

効果 

システム システム 

データベース データベース 
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　「
こ
の
２
年
間
で
50
年
分
く
ら
い
の

変
化
を
体
験
し
ま
し
た
」 

　
町
屋
が
残
る
京
都
室
町
通
に
本
社
を

構
え
る
矢
代
仁
（
や
し
ろ
に
）
は
、
創

業
が
享
保
５
年
。
２
８
０
年
続
い
て
い

る
呉
服
製
造
問
屋
で
あ
る
。
主
力
商
品

は
御
召
（
お
め
し
）
だ
。 

　
こ
の
歴
史
あ
る
会
社
が
一
念
発
起
。

Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
の

再
構
築
に
挑
み
、
同
時
に
社
内
の
改
革

を
推
し
進
め
た
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
を
表

し
た
の
が
冒
頭
の
取
締
役
営
業
部
長
・

岡
本
巧
氏
の
言
葉
だ
。
急
激
に
社
内
が

変
化
し
た
理
由
と
は
何
な
の
か
。 

　
 

　
 

　
 

　「
時
代
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
な
る
。

同
じ
や
り
方
で
は
い
け
な
い
、
改
革
し

な
け
れ
ば
と
皆
が
思
っ
て
い
ま
し
た
」 

　
社
是
の
一
つ
「
慎
ん
で
祖
業
を
墜
す

こ
と
な
か
れ
」
を
守
る
た
め
、
矢
代
一

社
長
は
、「
変
わ
り
方
」
を
模
索
し
て

い
た
。
伝
統
文
化
を
守
る
に
は
変
え
て

は
い
け
な
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
時

代
の
流
れ
に
無
反
応
で
は
、
会
社
は

存
続
で
き
な
い
。 

　
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
販

売
管
理
に
オ
フ
コ
ン
を
導
入
。
し

か
し
「
ト
ッ
プ
の
自
己
満
足
で
入

れ
た
オ
フ
コ
ン
」（
矢
代
社
長
）
は

費
用
の
割
に
思
う
よ
う
な
効
果
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
。「
業
務
ご
と
に
縦
割

り
に
な
っ
て
い
た
社
内
の
壁
を
象
徴
す

る
か
の
よ
う
に
鎮
座
し
て
い
た
の
が
オ

フ
コ
ン
だ
っ
た
」
と
い
う
。 

　
と
こ
ろ
が
、
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
の

刷
新
に
向
け
二
人
の
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）
小
形
茂
氏
、
間
宮
達
二

氏
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
た
こ
と
で
、
改
革

が
前
に
進
み
出
し
た
。 

　
シ
ス
テ
ム
導
入
の
前
に
、
社
員
そ
れ

ぞ
れ
が
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
（
会
社
の
強
み
・

弱
み
や
環
境
要
因
を
整
理
す
る
）
を
行

い
、
皆
の
思
い
や
進
む
べ
き
方
向
が
一

致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
そ
の
上
で

「
ど
ん
な
シ
ス
テ
ム
が
欲
し
い
か
」
を

主
体
的
に
考
え
る
形
に
変
え
た
。
さ
ら

に
業
務
報
告
書
の
提
出
と
上
司
の
コ
メ

ン
ト
返
し
を
徹
底
し
、
社
内
の
情
報
共

有
を
強
化
し
て
い
っ
た
。 

　
 

　
 

　
 

　
２
０
０
６
年
夏
に
は
無
事
、
新
シ
ス

テ
ム
が
動
き
出
し
、
現
在
は
、
社
内
の

各
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ど
の
品
が
ど
こ
に
あ

る
か
、
何
が
売
れ
て
い
る
か
を
逐
次
把

握
で
き
る
。
売
れ
筋
商
品
の
製
造
強
化

や
在
庫
数
の
圧
縮
、
そ
し
て
顧
客
へ
の

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
商
品
提
供
が
実
現
さ
れ

た
。
経
営
数
値
も
上
昇
基
調
だ
。 

　
本
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は

「
呉
服
の
世
界
は
、
委
託
販
売
と
い
う

独
自
の
商
習
慣
が
あ
る
の
で
、
呉
服
向

け
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
」

（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
間
宮
氏
）。
導
入
時
の
費
用
は

想
定
額
よ
り
安
価
に
な
っ
た
。 

　
商
品
は
一
品
ご
と
に
コ
ー
ド
番
号
を

付
け
て
納
入
先
を
管
理
し
て
い
る
が
、

呉
服
は
一
品
物
が
多
く
、
色
や
柄
が
命
。

「
あ
の
色
の
商
品
は
ど
こ
に
あ
る
か
」

が
わ
か
る
よ
う
商
品
台
帳
や
画
像
デ
ー

タ
と
リ
ン
ク
さ
せ
検
索
性
を
高
め
て
い

る
。
営
業
担
当
者
は
商
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
頭
に
叩
き
込
ん
で
い
る
の
で
、
そ

れ
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
ど
こ
で
売
れ
た

か
を
探
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
と
言
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。 

　
そ
し
て
、
本
シ
ス
テ
ム
は
業
務
上
の

効
果
に
加
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ

て
社
内
の
活
性
化
を
導
い
た
。 

　
岡
本
氏
は
こ
の
変
化
に
大
き
な
驚
き

を
覚
え
た
と
い
う
。 

　「
皆
が
同
じ
デ
ー
タ
を
見
る
よ
う
に

な
っ
て
結
束
力
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
何
で
も
自
分
た
ち
で
や
っ
て
み
よ

う
と
い
う
気
運
が
出
て
き
ま
し
た
。
Ｉ

Ｔ
が
手
品
の
よ
う
に
流
れ
を
変
え
た
感

じ
で
す
」 

　
矢
代
仁
で
は
、

商
品
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
パ
ソ
コ
ン
で
制

作
し
て
最
新
の
製

品
を
掲
載
で
き
る

よ
う
に
し
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
で

は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
な

ど
、
次
々
と
新
し

い
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
。
Ｉ
Ｔ

Ｃ
小
形
氏
は
「
Ｉ
Ｔ
Ｃ
と
し
て
営
業
強

化
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
の
使
い
方
な
ど
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
社
員
の
皆
さ

ん
の
習
得
ス
ピ
ー
ド
は
速
い
」
と
目
を

細
め
る
。 

　
年
２
回
開
催
し
て
い
る
バ
イ
ヤ
ー
向

け
展
示
会
「
矢
代
仁
展
」
で
は
自
社
企

画
の
高
額
商
品
を
積
極
的
に
打
ち
出

し
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。
こ

れ
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
矢
代
仁
ら
し
さ
を
再
考
す
る

機
会
を
得
た
こ
と
に
よ
る
間
接
的
な
効

果
だ
。 

　
 

　
 

　
 

　
シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら
早
１
年
。
今
後

は
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
さ
ら
に
活
か

し
た
い
と
矢
代
社
長
は
意
気
込
む
。 

　「
何
が
ど
こ
で
売
れ
た
か
の
情
報
を

も
と
に
販
売
戦
略
を
立
て
ら
れ
ま
す
。

私
ど
も
は
卸
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

は
さ
ら
に
お
客
様
の
要
望
を
聞
き
入

れ
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
〝
本
物
の
も
の

づ
く
り
〞
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」 

　
会
社
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
改
革
。

そ
こ
に
Ｉ
Ｔ
が
存
在
感
を
示
し
た
。 

改
革
の
必
要
性
は
自
覚
 

し
か
し
入
口
は
ど
こ
に
あ
る
？
 

デ
ー
タ
の
蓄
積
を
武
器
に
 

よ
り
よ
い
販
売
戦
略
を
 

記
憶
の
中
に
あ
る
商
品
の
 

納
入
先
を
瞬
時
に
把
握
 

京
都
府
京
都
市
　
呉
服
製
造
問
屋
・
矢
代
仁
の
場
合 

―
―
 

ITコーディネータ ●活用事例● 本記事は「COMPASS」2007年秋号の特集「続く誇り続ける道理」より抜粋したもので
す。掲載内容は2007年10月現在の情報に基づいています。 

Ｉ
Ｔ
導
入
が

導
入
が
引
き
引
き
出
し
た
社
員
社
員
の
結
束
力

結
束
力
 

「
本
物
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の
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づ
く
り
」
で
伝
統
文
化

で
伝
統
文
化
を
守
る
 

Ｉ
Ｔ
導
入
が

導
入
が
引
き
引
き
出
し
た
社
員
社
員
の
結
束
力

結
束
力
 

「
本
物
本
物
の
も
の
づ
く
り
」
で
伝
統
文
化

で
伝
統
文
化
を
守
る
 

Ｉ
Ｔ
導
入
が
引
き
出
し
た
社
員
の
結
束
力
 

「
本
物
の
も
の
づ
く
り
」
で
伝
統
文
化
を
守
る
 

社員主体の 
経営改革② 
社員主体の 
経営改革② 



サポーター紹介紹介 サポーター紹介 

ITコーディネータ 
代表取締役社長　井本秀治 氏 

　特定非営利活動法人ITコーディネータ富山の会
長を務める。ITコーディネータとしてのコンサルティ
ングビジネスを展開中。 
　旭鉄筋へはパソコンのサポートや、外国籍従業
員に対する事故防止目的の動画マニュアル作成（こ
の取り組みは国土交通省の「下請業者の経営力・
施工力の充実・強化促進モデル構築支援事業」に
採択された）など、何でも相談・依頼される良好
な関係だ。今後は、親密さを保ちつつもビジネス
パートナーとして適正な距離感を促っていくこと
が、より良い二人三脚につながるであろう。 
　井本社長は「なくてはならない存在」と評し、
特に「モチベーションを上げてくれることが助か
る」と言う。日報記載の習慣を定着できたのは、
吉田氏の根気良いサポートによるところも大きい。 

　第三セクターとして地域の情報化を推進する富
山県総合情報センターは、経済産業省推進事業で
あるIT経営応援隊事業の実施等を通じ、ITコーディ
ネータ富山と協力関係を保ちつつ、地域企業のIT
活用推進に尽力している。 
　本年度からは、これまでIT経営応援隊事業等に
参加した意欲ある経営者の集まりとして「とやま
IT経営クラブ」を組織化。担当の西村仁志事業部
次長によると、「各種事業に参加いただいた皆様
へのフォローを充実させ、よりよいIT経営を実現
いただけるよう、人的なネットワークの充実を目
指しました」とのことだ。 
　メーリングリストによる情報提供、勉強会の開
催等を通じ、経営戦略やITの利活用に関する情報
提供と交流を行っていく（7月26日には第二回勉
強会を開催）。 

吉田　誠 氏 
有限会社スリーコード 
http://www.three-chords.com/ 
ITコーディネータ富山 
http://www.itc-toyama.org/

常務取締役　見崎　透 氏（左） 
事業部　事業次長　西村仁志 氏 

工事実績と原価を把握する仕組みづくりへ 

・採算割れの受注を回避 
・根拠をもって価格交渉に臨む 

売上中心から 
　利益重視の経営へ 

公共工事の 
減少 

コストダウン 
要求 

旭鉄筋の改革への取り組み 地域支援機関紹介 
ITコーディネータ富山が連携を深める 

株式会社富山県総合情報センター 
http://www.toyama-tic.co.jp/

課題　　工事がとぎれずある　　　会社はなんとかなっているだろう 

結果　　工事ごとの原価把握ができる 

ドンブリ 
勘定では 
イカン！ 

会社 
概要 

富山県富山市水橋開発277-11 
設　立　年：昭和45年 
従業員数：25名 
事業内容：建設現場における鉄筋工事。ビル、

橋梁、高速道路の橋脚・橋梁な
どにとくに強い。 

http://ww2.ctt.ne.jp/̃asahi/index.htm

旭鉄筋株式会社 
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ビ
ル
や
橋
梁
の
基
礎
を
作
る
鉄
筋
工

事
は
、
完
成
す
る
と
目
に
は
見
え
な
い

も
の
の
、
建
物
の
強
度
を
左
右
す
る
重

要
工
程
。
雷
鳥
大
橋
や
立
山
大
橋
な
ど
、

数
々
の
公
共
工
事
で
実
績
を
持
つ
の
が

富
山
県
富
山
市
の
旭
鉄
筋
で
あ
る
。 

　
 

　
 

　
 

　
井
本
秀
治
社
長
が
創
業
者
の
父
を
継

い
で
２
代
目
社
長
に
な
っ
た
の
は
７
年

前
。
社
員
時
代
と
仕
事
内
容
は
大
き
く

変
わ
っ
た
。「
現
場
に
出
て
い
た
時
の

方
が
帰
っ
て
飲
む
ビ
ー
ル
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
ね
。
人
と
話
す
の
が
苦
手
な
自

分
が
営
業
も
す
る
わ
け
で
す
か
ら
」 

　
当
時
、
自
己
啓
発
の
た
め
に
参
加
し

た
勉
強
会
で
知
り
合
っ
た
の
が
Ｉ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
の
吉
田
誠
氏
。
同
じ
勉
強

会
の
仲
間
と
し
て
交
流
を
深
め
て
い
る

う
ち
に
、
悩
み
や
Ｉ
Ｔ
の
使
い
方
に
つ

い
て
相
談
す
る
間
柄
に
な
っ
た
。 

　
ち
ょ
う
ど
吉
田
氏
も
独
立
し
て
会
社

を
興
し
、
新
米
経
営
者
と
し
て
悪
戦
苦

闘
し
て
い
る
最
中
。
自
身
の
経
験
や
Ｉ

Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て
学
ん
だ
こ

と
を
実
践
に
移
す
格
好
の
相
手
で
も
あ
っ

た
。 

　
建
設
業
の
中
で
も
専
門
工
事
業
者
は

家
族
経
営
の
企
業
が
多
く
、
Ｉ
Ｔ
の
活

用
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
業
種
だ
。

し
か
し
井
本
社
長
は
公
共
工
事
の
減
少

や
値
下
げ
競
争
が
加
速
す
る
こ
と
に
危

機
感
を
持
っ
て
い
た
。 

「
も
は
や
ド
ン
ブ
リ
勘
定
で
は
い
け
な

い
。
工
事
の
採
算
ラ
イ
ン
を
把
握
し
な

け
れ
ば
。
し
か
し
、

手
書
き
で
数
値
を
集

め
る
の
は
労
力
が
か

か
り
す
ぎ
る
」 

　
各
工
事
の
原
価
管

理
を
き
ち
ん
と
行
い

た
い
。
こ
の
井
本
社

長
の
思
い
が
Ｉ
Ｔ
活

用
に
足
を
踏
み
出
さ

せ
た
の
だ
っ
た
。 

   　
相
談
を
受
け
た
吉
田
氏
は
、
パ
ソ
コ

ン
の
表
計
算
ソ
フ
ト
や
シ
ェ
ア
ウ
ェ
ア

ソ
フ
ト
を
使
い
、
費
用
を
か
け
ず
に
実

績
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
仕
組
み
を
つ
く

る
。
し
か
し
、
工
数
や
単
価
、
原
材
料
、

外
注
費
な
ど
工
事
実
績
の
日
報
提
出
を

指
示
さ
れ
た
工
事
責
任
者
の
職
長
の
側

は
、
忙
し
い
毎
日
の
中
で
「
余
分
な
」

業
務
は
つ
い
後
回
し
に
し
が
ち
だ
。
出

し
忘
れ
た
り
、
ま
と
め
て
書
く
こ
と
に

よ
る
記
憶
違
い
が
あ
っ
た
り
と
な
か
な

か
正
確
な
デ
ー
タ
が
集
ま
ら
な
い
。 

　
Ｉ
Ｔ
の
仕
組
み
を
作
っ
て
も
、
運
用

が
社
員
に
定
着
せ
ず
尻
す
ぼ
み
す
る
の

は
よ
く
あ
る
こ
と
。
旭
鉄
筋
も
社
長
の

思
い
と
う
ら
は
ら
に
何
度
か
計
画
が
頓

挫
し
か
か
っ
た
が
、
吉
田
氏
が
そ
の
都

度
井
本
社
長
を
激
励
し
た
。
井
本
社
長

が
あ
き
ら
め
ず
に
導
入
理
由
を
説
明
し

続
け
た
結
果
、
２
年
の
歳
月
を
経
て
、

工
事
当
日
夜
の
日
報
提
出
が
習
慣
と
し

て
根
付
き
始
め
た
の
だ
っ
た
。 

　
 

　
 

　
 

　
以
前
は
「
人
が
遊
ん
で
い
な
け
れ
ば

（
何
か
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
）
会
社
は

大
丈
夫
」
と
い
う
程
度
の
判
断
し
か
で

き
な
か
っ
た
が
、
今
は
現
場
の
職
長
も

自
分
の
担
当
工
事
の
数
値
に
敏
感
に
な
っ

て
き
た
と
い
う
。 

　
井
本
社
長
自
身
の
大
き
な
変
化
は
、

「
数
値
的
な
根
拠
を
持
て
た
こ
と
で
、

赤
字
仕
事
を
断
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

こ
と
だ
。
ゼ
ネ
コ
ン
と
の
価
格
交
渉
に

お
い
て
も
、
数
字
の
根
拠
が
あ
れ
ば
話

を
理
解
し
て
も
ら
え
る
。
む
し
ろ
、
き

ち
ん
と
計
数
管
理
を
し
て
い
る
こ
と
に

驚
か
れ
る
時
も
あ
る
と
い
う
。
逆
に
「
安

け
れ
ば
そ
れ
で
良
い
（
質
を
下
げ
て
も

良
い
）」
と
考
え
る
発
注
元
の
仕
事
は

無
理
し
て
受
け
な
い
と
い
う
選
択
も
で

き
る
。 

　
吉
田
氏
は
、「
売
上
が
上
が
る
と
利

益
が
上
が
る
の
が
通
常
で
す
が
、
こ
の

業
種
は
外
注
費
が
高
く
、
外
に
出
す
と

赤
字
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
利
益

重
視
の
経
営
に
な
っ
て
き
た
の
は
良
い

変
化
で
す
」
と
分
析
し
て
い
る
。 

　
今
後
、
目
指
す
の
は
「
従
業
員
が
満

足
で
き
る
会
社
」。 

　「
こ
の
会
社
に
来
た
ら
何
だ
か
楽
し

い
、
給
料
も
同
業
者
よ
り
良
い
。
甘
い

と
言
わ
れ
も
し
ま
す
が
、
そ
ん
な
会
社

に
し
て
い
き
た
い
」 

　
業
界
特
有
の
課
題
を
一
つ
乗
り
越
え

た
井
本
社
長
は
、
澄
ん
だ
目
を
輝
か
せ

て
方
針
を
語
っ
た
。 

日
報
記
入
の
習
慣
化
へ
 

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
後
押
し
 

根
拠
が
あ
る
か
ら
交
渉
で
き
る
 

赤
字
工
事
を
回
避
 

Ｉ
Ｔ
化
が
遅
れ
る
業
界
事
情
 

手
作
業
で
は
数
値
が
追
え
な
い
 

富
山
県
富
山
市
　
鉄
筋
工
事
業
・
旭
鉄
筋
の
場
合 

―
―
 

ITコーディネータ ●活用事例● 本記事は「COMPASS」2007年夏号の特集「磨け！400万社の成長力」より抜粋したも
のです。掲載内容は2007年7月現在の情報に基づいています。 
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重
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が
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経
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生
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だ
 

システム運用を 
定着させる 
システム運用を 
定着させる 



会社 
概要 

広島県福山市金江町金見3183-1 
（熊本県八代市に支店を持つ） 
創　　業：1971年 
従業員数： 30名 
売　上　高：7億3千万円 
事業内容：畳表卸、畳製造･抗菌加工畳表パワー

ズ製造  
http://www.bingo-tatami.com/

株式会社　備後ムラカミ 

代表取締役　村上　学 社長 

BOS経由で約250社の畳店から注文を受ける。デー
タは販売管理システムと連動している 

　備後ムラカミの最新サービスが、
中国からの出荷前にコンテナ単位で
予約注文をとることにより、リーズ
ナブルな価格で畳表を販売する
「BOS-VIP」である。 
　中国で検品･加工･梱包を済ませ、
地元福山港で注文に合わせて仕分け
し、配送。荷の到着後、備後ムラカ
ミ側での作業が発生しないので、安
い価格を提示できる（ただし現金取
引）。 
　福山港国際ターミナルの完成や物
流センターの稼働という環境の変化
を上手に活用した新サービスだ。 

　村上社長はシステム導入にあたり、専門家のアドバイスを受ける
ため福山商工会議所に相談。商工会議所内に設置されている福
山地域中小企業支援センターの専門家派遣制度を利用して、ITコー
ディネータ久保田氏のコンサルティングを受けた。 
　久保田氏は岡山・広島地区を基盤に「ITを経営に活かすホーム
ドクター」として事業計画の策定、情報戦略、人材育成、情報シス
テムの導入等をサポートしている。 
　当時、専門家派遣のマッチング役を務めていた片岡達樹氏は「多
くの企業へ専門家を派遣してきましたが、その中でも経営革新につ
ながった良い事例です」と振り返る。久保田氏を選んだ理由につい
ては、「すでに勉強会等を通じて会社の特徴を理解していたこと、人
格的にこの人なら間違いないと判断したこと」と説明する。 
　久保田氏は、ベンダーとの打合せや開発レビューに同席し、内容
や金額の妥当性をアドバイスした。派遣は2年にわたり19回に及ん
だ。「専門家派遣はリーズナブルな費用で的確な指摘が受けられる
良い制度だと思います」と村上社長は評価する。また久保田氏に
ついては「親しみやすく、気兼ねせずに何でも話せる人、専門家を
頼むときは価値観が合うかどうかが大事」と語っている。 

新サービス 畳表オンライン予約サービス「BOS-VIP」 
http://www.bos-vip.jp/

サポーター紹介紹介 サポーター紹介 

〈ITコーディネータ〉 
久保田浩二 氏 
オフィスピット 

http://www.office-pit.com/

〈支援機関〉福山商工会議所 
中小企業振興部　松永支所長 
経営指導員　片岡達樹 氏 
http://www.fukuyama.or.jp/

備後ムラカミは、平成18年度 
IT経営百選最優秀賞に選ばれました 

1011

　
平
均
年
齢
34
歳
、
若
い
社
員
が
餤
剌

と
働
く
畳
表
製
造
卸
会
社
。
そ
れ
が
広

島
県
福
山
市
の
備
後
ム
ラ
カ
ミ
で
あ
る
。 

　
市
場
規
模
が
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下

に
激
減
す
る
畳
業
界
に
あ
り
な
が
ら
、

新
卒
者
を
採
用
し
着
々
と
売
上
を
伸
ば

す
同
社
は
「
常
識
破
り
」
と
も
称
さ
れ

る
。
し
か
し
、
村
上
学
社
長
の
経
営
は

奇
策
で
は
な
く
、
む
し
ろ
定
石
を
踏
ま

え
た
も
の
だ
。
そ
の
核
心
は
「
そ
の
時
々

に
自
社
が
置
か
れ
た
位
置
を
掴
み
、
差

別
化
を
図
る
こ
と
」
で
あ
る
。 

　
 

　
 

　
 

　
象
徴
的
な
商
品
が
１
９
９
８
年
に
発

表
し
た
抗
菌
加
工
畳
表
「
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
」
だ
。
当
時
、
世
は
抗
菌
ブ
ー
ム
。

こ
れ
を
畳
に
取
り
入
れ
よ
う
と
多
額
の

投
資
を
し
て
加
工
機
械
を
導
入
し
た
。 

　「
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
反
響
は
予
想
以

上
で
し
た
。
特
徴
的
な
商
品
が
あ
れ
ば

総
需
要
が
減
少
し
て
も
売
上
を
伸
ば
せ

ま
す
。
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
成
功
で
自
信

を
持
ち
、
若
い
従
業
員
を
迎
え
入
れ
る

会
社
に
と
、
一
気
に
環
境
整
備
を
進
め

ま
し
た
」 

　
主
な
取
引
先
は
約
７
０
０
店
の
「
町

の
畳
店
」。
業
界
で
は
中
間
問
屋
を
通

す
の
が
慣
例
だ
が
「
や
む
を
得
ず
直
接

訪
問
す
る
販
売
形
態
に
し
た
」（
村
上

社
長
）
の
だ
と
い
う
。
創
業
が
１
９
７

１
年
と
、
同
業
者
で
一
番
歴
史
の
浅
い

同
社
は
、
長
年
続
く
中
間
問
屋
流
通
に

容
易
に
入
り
込
め
な
か
っ
た
の
だ
。
し

か
し
、
畳
店
と
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な
つ
な

が
り
が
、
そ
の
後
、
強
み
と
な
る
。 

　
一
方
、
時
代
と
と
も
に
地
元
、
広
島
・

岡
山
地
区
に
お
い
て
原
材
料
の
い
草
生

産
が
減
少
す
る
と
、
熊
本
、
そ
し
て
中

国
へ
と
産
地
を
移
し
仕
入
れ
先
を
確
保
。

今
で
は
中
国
の
四
川
省
に
自
社
工
場
を

稼
働
さ
せ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。 

　
 

　
 

　
 

　
独
自
商
品
を
持
ち
、
そ
の
時
々
の
流

通
、
仕
入
れ
の
課
題
を
乗
り
切
っ
て
き

た
村
上
社
長
は
、
２
０
０
０
年
に
入
り
、

売
上
の
頭
打
ち
に
直
面
す
る
。 

　「
訪
問
販
売
は
足
を
運
ん
だ
先
に
し

か
売
れ
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
を
全

国
の
畳
店
に
知
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
。ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
は

郵
送
料
が
高
く
大
量
に
送
れ
な
い
。
そ

れ
な
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
ど
う
か
と
」 

　
大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
加
盟

し
て
個
人
向
け
販
売
を
試
み
た
が
、
手

間
の
割
に
は
売
上
が
伸
び
な
か
っ
た
。

し
か
し
村
上
社
長
は
、
こ
こ
で
も
う
一

歩
考
え
た
。 

　「
一
般
消
費
者
で
は
な
く
、
畳
店
向

け
に
ネ
ッ
ト
販
売
を
し
て
は
ど
う
か
」 

　
決
断
す
る
と
早
速
ネ
ッ
ト
販
売
の
担

当
者
を
採
用
。
ま
た
ネ
ッ
ト
で
は
価
格

の
安
さ
が
不
可
欠
と
、
原
産
地
中
国
で

検
品
ま
で
の
一
連
作
業
を
完
了
さ
せ
、

コ
ス
ト
を
抑
え
る
体
制
を
作
っ
た
。 

　
半
年
後
の
９
月
に
は
、
早
く
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
企
業
間
取
引
「
Ｂ
Ｏ

Ｓ
（
備
後
ム
ラ
カ
ミ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・

シ
ス
テ
ム
）」
が
ス
タ
ー
ト
。 

　
業
界
初
の
試
み
は
多
く
の
マ
ス
コ
ミ

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
の
畳
店
に

Ｂ
Ｏ
Ｓ
を
知
ら
せ
る
格
好
の
宣
伝
機
会

に
な
っ
た
。
現
在
は
売
上
の
２
割
が
Ｂ

Ｏ
Ｓ
経
由
。
比
例
し
て
訪
問
販
売
の
売

上
も
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
い
う
。 

　
 

　
 

　
 

　
売
上
が
増
え
る
と
今
度
は
事
務
作
業

の
増
加
が
負
担
に
な
り
始
め
た
。
５
０

０
ほ
ど
の
商
品
品
目
を
工
場
別
に
管
理

し
、
受
発
注
や
在
庫
管
理
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

　「
人
を
増
や
さ
ず
に
業
務
を
処
理
す

る
に
は
Ｉ
Ｔ
の
力
を
借
り
る
べ
き
。
手

書
き
の
台
帳
を
や
め
、
受
注
入
力
を
す

れ
ば
在
庫
引
き
落
と
し
や
納
品
書
へ
の

反
映
が
行
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
欲
し
い
」

―
―
新
し
い
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
が
次

の
テ
ー
マ
と

な
っ
た
。 

　
シ
ス
テ
ム

開
発
に
は
専

門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
必

要
と
判
断
。

福
山
商
工
会

議
所
・
片
岡

達
樹
経
営
指
導
員
の
紹
介
で
、
Ｉ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
久
保
田
浩
二
氏
の
協
力
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。 

　「
建
築
会
社
と
設
計
士
が
別
の
方
が

希
望
に
沿
っ
た
家
を
建
て
ら
れ
る
。
シ

ス
テ
ム
設
計
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
」

と
村
上
社
長
は
指
摘
す
る
。 

　
久
保
田
氏
は
シ
ス
テ
ム
の
要
件
整
理

や
ベ
ン
ダ
ー
へ
の
提
案
依
頼
な
ど
、
構

築
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
担
っ
た
。

導
入
ポ
イ
ン
ト
を
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。 

　「
基
幹
系
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
ま
し
た
。
ベ
ン
ダ
ー

を
選
ぶ
際
に
は
提
案
内
容
に
加
え
、
地

域
に
事
務
所
が
あ
り
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
重
 

視
し
ま
し
た
」 

　
稼
働
後
は
事
務
作
業
の
効
率
が
上
が

り
、
受
注
増
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
社
内

体
制
が
整
っ
た
と
の
こ
と
だ
。 

　
創
業
者
の
父
と
と
も
に
会
社
を
伸
ば

し
て
き
た
村
上
社
長
は
、36
年
間
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
振
り
返
り
、
こ
う

表
現
し
た
。 

　「
世
の
中
に
良
い
業
界
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
畳
業
界
は

大
変
だ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

新
規
参
入
は
な
い
し
商
品
開

発
費
も
か
か
ら
な
い
。
恵
ま

れ
た
仕
事
に
就
い
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
」 

需
要
減
を
見
込
み
 

他
に
は
な
い
畳
を
開
発
 

受
注
増
に
耐
え
う
る
社
内
体
制
へ
 

販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
 

た
く
さ
ん
売
る
た
め
の
Ｉ
Ｔ
 

企
業
間
の
ネ
ッ
ト
販
売
へ
 

仕
入
仕
入
れ
、製
造
製
造
、物
流
物
流
を
次
々
次
々
「
差
別
化

差
別
化
」
 

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、畳
を
売
る
！
 

仕
入
仕
入
れ
、製
造
製
造
、物
流
物
流
を
次
々
次
々
「
差
別
化

差
別
化
」
 

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、畳
を
売
る
！
 

仕
入
れ
、製
造
、物
流
を
次
々
「
差
別
化
」
 

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、畳
を
売
る
！
 

広
島
県
福
山
市
　
畳
製
造
卸
・
備
後
ム
ラ
カ
ミ
の
場
合 

―
―
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す。掲載内容は2007年10月現在の情報に基づいています。 
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会宝産業 
代表取締役　近藤典彦 氏 

 
　東京の中古車販売会社に勤務して
いるときに、中古車部品のニーズを
肌で感じた。石川県に戻っても味噌
麹業を営む家業は継がず、自動車解
体業から部品輸出へとビジネスを拡
大させた。 

わが社の商品ＳＴＯＲＹ 
 

　会宝産業の事業は、日本にいてこそできる海外相手のビジネスだ。 
　同じ型の日本車は国内でも海外でも販売されているのに、なぜ、
日本の中古車が求められるのか。その理由は、 
①日本は国土が狭いこともあり、10万キロ程度の走行で買い換える。
（アメリカでは30～40万キロ） 
②インフラが整備されており、車の傷みが少ない 
③車検制度がありメンテナンスが優秀 
④日本人は車を大切にする 
⑤代替サイクルが早い 
の5条件により、日本の中古車はどの国より品質が高いのだ。 
　日本人が捨てた車は海外では宝。「ピカピカ」の中古車を海外
でリサイクルするのは環境保護の面でも理にかなったものだ。 

　石川、福井を中心に活動を展開。 
　ITSSP事業（現在のIT経営応援隊）の経営者研修会を縁に
会宝産業をサポート。本システムは2004年の IT活用型経営革新
モデル事業にも採択された。 
　近藤社長が構想する「商社機能の確立」に向け、取引先との
情報ネットワークを作り在庫や販売情報を共有する仕組みの構築を
目指した。まずはバランススコアカードを利用するなど、同社の課題
を整理し戦略を立案するところからスタート。 
　システム構築の段階では、ITベンダーへの窓口となる情報シス
テム担当の桜井茂宏氏へ、近藤社長の構想やシステムを導入す
る意図を伝え、過不足ないシステム作りをサポートした。 
　企業のIT活用において、経営者の発想や構想をITベンダーに
いかにブレずに伝えるかは良いシステムを作るための共通課題だ。「私
の言い方で伝えてもエンジニアには伝わらない。翻訳、それも単に
右から左にではなく咀嚼して伝えてくれる。これがあったからうまくいっ
た」（近藤社長）という言葉通り、経営とITの橋渡し役であるITコー
ディネータの力がいかんなく発揮されたといえるだろう。 
　近藤社長は、「専門家といえども、私が相手を少しでも疑ったら
深い話はできなかったでしょう。今回うまくいったのは横屋さんと信
頼関係が築けたからだと思います」と目を細めた。 

横屋　俊一 氏 
株式会社ナレッジ21代表取締役 
http://www.knowledge21.jp

解体現場では、部品に
分解され、中古車が出
荷されていく。海外のバ
イヤーが工場を訪れるこ
ともしばしば 

会宝産業のビジネスとシステム 
日本車 
の中古車 会

宝
産
業 

部品 
ロ
シ
ア
、ギ
リ
シ
ャ
、モ
ン
ゴ
ル 

イ
ギ
リ
ス
な
ど
10
ヵ
国
へ 

日
本
車
が
使
わ
れ
て
い
る 

世
界
各
国
で
販
売 

国内アライアンス企業 

仕
入
調
達 

在
庫
管
理 

販
売
管
理 

販
売
情
報 

販
売
情
報 

次期システム 
 

（パートナーからの 
ものも含む） 

（解体して 
パーツに） 

仕
入
調
達 

在
庫
管
理 

販
売
管
理 

仕
入
調
達 

在
庫
管
理 

販
売
管
理 

会宝産業 海外エージェント 

… 

ITC横屋氏の 
資料を元に作成 

Ｗｅｂ 
オーダー 

Ｗｅｂ 
オーダー 

（現在５社が利用） 

サポーター紹介紹介 サポーター紹介 

ITコーディネータ 石川県金沢市東蚊爪町1丁目25 
設　　立：昭和44年 
従業員数：48名 
事業内容：・自動車中古部品輸出

販売 
・自動車リサイクル事業 
・中古自動車の買取、
販売 

http://www.kaiho.co.jp/

会宝産業株式会社 

会社 
概要 

　
日
本
の
常
識
は
世
界
の
非
常
識
。
石

川
県
金
沢
市
・
会
宝
産
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

は
「
地
球
規
模
で
の
発
想
」
が
基
点
だ
。 

　
中
古
車
の
解
体
業
か
ら
中
古
車
部
品

販
売
事
業
を
生
み
出
し
た
近
藤
典
彦
社

長
は
、
販
売
に
手
間
を
要
す
る
中
古
自

動
車
部
品
が
、
海
外
で
は
飛
ぶ
よ
う
に

売
れ
る
こ
と
を
知
る
。 

　
と
い
う
の
も
、
中
古
自
動
車
の
査
定

額
が
走
行
７
年
で
０
円
に
な
る
の
は
日

本
だ
け
の
事
情
。
同
じ
車
も
海
外
に
行

け
ば
「
現
役
」
な
の
だ
。
さ
ら
に
日
本

車
の
中
古
部
品
は
日
本
車
か
ら
し
か
取

れ
な
い
事
情
も
あ
り
、
海
外
の
業
者
は

「
宝
」
を
求
め
て
日
本
に
買
い
付
け
に

や
っ
て
来
る
。 

　「
一
つ
あ
た
り
の
単
価
は
安
い
が
、

こ
れ
な
ら
確
実
に
売
れ
る
」
と
、
近
藤

社
長
は
輸
出
事
業
に
着
目
す
る
。 

　
 

　
 

　
 

　
当
初
は
商
社
に
仲
介
を
頼
ん
で
い
た

が
、
マ
ー
ジ
ン
が
大
き
く
、
ま
た
値
決

め
も
満
足
が
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
幸
運
な
こ
と
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
時
代
の
到
来
と
と
も
に
、
オ
ー
プ
ン

に
情
報
を
や
り
取
り
で
き
る
環
境
が
整

備
さ
れ
て
き
た
。
言
葉
の
問
題
さ
え
ク

リ
ア
で
き
れ
ば
、
自
社
で
商
社
機
能
を

果
た
せ
そ
う
だ
。 

　
解
体
業
の
同
業
者
は
輸
出
を
躊
躇
し

て
い
る
。
な
ら
ば
、
輸
出
に
特
化
す
れ

ば
差
別
化
に
も
つ
な
が
る
。 

　
こ
う
し
て
新
戦
略
に
踏
み
き
り
、
現

在
は
58
カ
国
と
の
取
引
実
績
を
持
つ
ま

で
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
、
モ

ン
ゴ
ル
な
ど
10
拠
点
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

と
契
約
し
部
品
ス
ト
ッ
ク
用
拠
点
も
置

い
て
い
る
。
近
隣
諸
国
へ
は
こ
の
拠
点

か
ら
部
品
が
配
送
さ
れ
て
い
く
の
だ
。

英
語
、
ロ
シ
ア
語
、
中
国
語
が
堪
能
な

社
員
を
雇
用
し
、
語
学
の
壁
も
取
り
は

ら
っ
た
。 

　
一
方
、
国
内
に
お
い
て
は
約
30
社
の

解
体
事
業
者
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｒ
Ｕ
Ｍ

（
リ
・
ユ
ー
ス
・
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
）
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
形
成
。
自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
標
準
化
を
目
指
し

つ
つ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
出
し
、
互
い
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
を
増
や
そ
う
と
い
う
も
の

だ
。
近
藤
社
長
は
「
こ
れ
か
ら
は
競
争

よ
り
も
協
調
で
利
益
を
出
す
時
代
」
と

見
通
し
て
お
り
、
連
携
に
よ
る
コ
ス
ト

削
減
も
競
争
力
強
化
の
カ
ギ
を
握
る
と

考
え
て
い
る
。 

　
そ
し
て
、
世
界
規
模
で
の
物
流
を
支

え
る
に
は
「
情
報
」
が
欠
か
せ
な
い
。

物
理
的
な
モ
ノ
の
動
き
を
デ
ー
タ
と
し

て
把
握
し
、
調
達
も
販
売
も
さ
ら
に
円

滑
に
進
め
た
い
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス

で
倉
庫
の
中
に
必
要
な
部
品
の
在
庫
が

な
か
っ
た
場
合
、
も
し
近
く
の
ギ
リ
シ
ャ

に
在
庫
が
あ
る
と
わ
か
れ
ば
、
日
本
か

ら
コ
ン
テ
ナ
で
送
ら
れ
て
く
る
部
品
を

待
た
ず
に
拠
点
間
の
移
送
で
調
達
が
で

き
る
。
顧
客
へ
の
商
品
提
供
は
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
な
る
。 

　
そ
こ
で
、
会
宝
産
業
が
、
海
外
拠
点

の
在
庫
、
販
売
、
仕
入
れ
な
ど
の
デ
ー

タ
を
集
め
て
海
外
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
販

売
側
）
と
国
内
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
企
業
（
調

達
側
）
に
公
開
す
る
こ
と
、
情
報
を
通

じ
て
商
社
の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
が

同
社
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た
。 

　
 

　
 

　
 

　
近
藤
社
長
が
温
め
て
い
た
構
想
は
Ｉ

Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
横
屋
俊
一
氏
の
協

力
で
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
実
現

す
る
。
今
回
は
企
業
間
の
デ
ー
タ
共
有

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
ベ
ー
ス

に
し
た
シ
ス
テ
ム
（
名
称
Ｋ
Ｒ
Ａ
シ
ス

テ
ム
）
を
開
発
。
会
宝
産
業
の
サ
ー
バ
ー

に
デ
ー
タ
を
集
約
し
、
在
庫
や
販
売
を

一
元
管
理
す
る
。
海
外
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
企
業
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
こ
の
情
報
に
ア
ク

セ
ス
す
る
仕
組
み
だ
。 

　
会
宝
産
業
側
で
は
、
デ
ー
タ
の
分
析

に
よ
っ
て
、
例
え
ば
国
内
２
社
の
解
体

中
古
車
を
合
わ
せ
て
ロ
シ
ア
向
け
、
ギ

リ
シ
ャ
向
け
な
ど
輸
出
コ
ン
テ
ナ
の
ア

レ
ン
ジ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

デ
ー
タ
が
ま
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
も
た
ら
せ
ば
、
商
社
と
し
て
の

存
在
感
は
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
な
る
だ

ろ
う
。 

　
次
期
シ
ス
テ
ム
で
は
、
部
品
の
電
子

商
取
引
が
で
き
る
仕
組
み
を
考
案
中

だ
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
ま
さ
に

地
球
規
模
の
リ
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
動
き
だ
す
。
誰
も
手
を
付
け
て
い

な
い
領
域
に
果
敢
に
挑
む
近
藤
社
長
は
、

自
ら
の
位
置
づ
け
を
次
の
よ
う
に
言
う
。 

　「
社
名
の
会
宝
は
、
皆
が
宝
に
会
え

る
会
社
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
開
放
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
動
脈
で
あ
る
な
ら

わ
れ
わ
れ
は
静
脈
産
業
。

こ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
新
し

い
仕
事
を
生
み
出
し
て
い

き
た
い
」 

　
解
体
業
か
ら
新
た
な
資

源
を
作
り
だ
す
会
社
へ
―
―

一
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
磨
か

れ
る
背
景
に
は
、
企
画
発

想
力
と
行
動
力
が
あ
る
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
を
迎
え
 

商
社
と
し
て
の
役
割
へ
 

デ
ー
タ
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
呼
ぶ
 

次
は
電
子
商
取
引
 

会宝産業は、平成18年度 
ＩＴ経営百選最優秀賞に選ばれました 

ITコーディネータ ●活用事例● 本記事は「COMPASS」2007年冬号の特集「そのビジネスに物語はあるか？」より抜粋
したものです。掲載内容は2007年1月現在の情報に基づいています。 

ビジネスモデルを 
支えるIT② 

ビジネスモデルを 
支えるIT② 

日
本
の
中
古
車

中
古
車
は
海
外
海
外
の
「
宝
」
 

輸
出
強
化

輸
出
強
化
は
競
争
競
争
よ
り
協
調
協
調
で
 

日
本
の
中
古
車

中
古
車
は
海
外
海
外
の
「
宝
」
 

輸
出
強
化

輸
出
強
化
は
競
争
競
争
よ
り
協
調
協
調
で
 

日
本
の
中
古
車
は
海
外
の
「
宝
」
 

輸
出
強
化
は
競
争
よ
り
協
調
で
 

石
川
県
金
沢
市
　
中
古
自
動
車
部
品
販
売
業
・
会
宝
産
業
の
場
合 

―
―
 



秋田県プロフィール 

平成19年9月、10月には
「秋田わか杉国体」が開催
された。 

■ 人　口 ： 113万4000人（平成18年10月現在） 
■ 面　積 ： 1万1612裄（全国第6位） 
■ 産業別就業率 ： 第一次産業 11％、第二次産業 27％、 
 第三次産業 62％ 
 

秋田県　学術国際部　情報企画課　IT改革推進班のメンバー 
　副主幹　菊地智英氏（写真左） 
　主査　武藤幸子氏（右） 
　IT改革推進監　岡崎　宏氏（中央） 

 

秋田県のITコーディネータ採用に関するQ&A

秋田県情報企画課の取り組みとITC活用 

■　専門家を職員に採用 
■　県庁内各課のシステムを調査 
■　維持管理にかかる人件費削減に着手 
■　システム間で作業項目を統合化することによる
維持管理費削減を模索 

■　ITC秋田に依頼し、勉強会を開始 

 
■　ITC大澤氏を中心としたコンソーシアムにコン
サルティングを依頼 

■　各システムのソフト、ハード等細部にわたって
調査 

■横断的視点による維持管理費削減の方向性
を定める 

 
■　「情報システムの共通基盤づくり」、「システム
調達・維持管理の共通ルール」、「実行組織」、
の観点から検討中 

■　システムが増えても維持管理費を増えさせな
い体制づくりを目指す 

平成17年度 

平成18年度 

平成19年度 

　秋田県内IT企業に勤務の後、独立。ITコーディネータとし
て市町村合併に伴う電算統合のコンサルティング、自治体
のIT調達等の実績を挙げ、県内におけるITコーディネータの
地位向上に貢献している。 
　今回の県庁におけるコンサルティングについても、「ITC
は企業向けの資格というイメージがあったが、大澤さんの実
績をみて、県庁の業務にもフィットすると判断した」（秋田県
情報企画課菊地氏）と、これまでの実績が評価されたことが
大きい。 
　現在は最低週１日、時には連日県庁に足を運び、担当者
と情報システムの共通基盤作りを徹底議論中。同課の武
藤氏は「なんでも話せる方。視点が全体像、将来像といっ
た大きなところにあるのがITCならでは」と言う。 
　菊地氏は、「県内のITCがさらに増えることを期待している。
ITCの活躍の場は中小企業のみならず自治体にも豊富に
ある。IT調達の仕事などもサポートしてほしい」とITCにエー
ルを送っている。 

サポーター紹介 

秋田県ITコーディネータ情報連絡会 
株式会社ASTコンサルタント 代表取締役 
http://www.astcon.co.jp／ 

ITコーディネータ　大澤　昌氏 
 

Q1．ITコーディネータを知ったきっかけは？  
A1．　秋田県では過去にITCを育成する事業を実施しており、中小企業を支援する
人材として、ITCの存在を知っていました。また地元にITC秋田という団体があり
ますので、その情報も参考にしました。 

 
Q2．採用のポイントは？  
A2．　実は、ITC秋田とは平成１７年度の終わりに本件に関わる勉強会を開き、知恵
を借りていましたが、平成18年度以降のコンサルティング契約は県内から公募し
ました。4社から提案をいただき公平な目で審査しました。 

　　　採択ポイントは、コンサルタント独自のストーリーで進めるのではなく、秋田県
の目線で考えていただけるか、県の考え方にフィットするか、という点でした。 

 
Q3．研究・コンサルティング費用はどのくらいですか？  
A3．　契約額については、平成18年度は1200万円、平成19年度は仕事量は大幅
に増えているものの1400万円です。コンサルティングの範囲は方針策定等の
助言・指導とし、調査等の実作業は職員が実施することとしていますが、それで
も抑えた金額でやってくださっていると思います。 

▲
 

秋田県庁 

県　庁 
（秋田市） 
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秋
田
県
で
は
、寺
田
典
城
知
事
の
直
接

指
示
で
、平
成
17
年
度
か
ら
県
庁
内
各
課

の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
対
象
に
、維
持
管
理
費

の
見
直
し
に
着
手
し
た
。Ｉ
Ｔ
の
費
用
を
テ
ー

マ
と
し
た
テ
レ
ビ
番
組
が
N
H
K
で
放
映
さ

れ
、秋
田
県
民
か
ら
も
県
の
現
状
を
問
う

声
が
出
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。 

　
担
当
課
で
あ
る
学
術
国
際
部
情
報
企
画

課
が
ま
ず
行
っ
た
の
は
人
材
の
確
保
だ
っ
た
。 

　「
職
員
は
３
年
ほ
ど
で
人
事
異
動
が
あ

り
、専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
に
く

い
面
が
あ
り
ま
す
。技
術
論
に
入
る
と
ど

う
し
て
も
ベ
ン
ダ
ー
任
せ
に
な
り
や
す
い
。

改
革
の
推
進
に
は
外
部
か
ら
の
人
材
登
用

が
必
要
と
判
断
し
ま
し
た
」 

　
同
課
の
菊
地
智
英
副
主
幹
は
当
時
を
振

り
返
る
。 

　
そ
の
後
、I
T
改
革
推
進
監（
C
I
O
補

佐
官
）と
し
て
I
T
の
専
門
家
で
あ
る
岡

崎
宏
氏
を
採
用
。情
報
企
画
課
内
に
I
T

改
革
班
を
設
置
し
、県
庁
内
各
課
が
現
在

利
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
構
成
や
維
持

管
理
の
内
容
を
調
べ
、〝
シ
ス
テ
ム
の
棚

卸
〞
を
進
め
て
い
っ
た
。 

 大
規
模
シ
ス
テ
ム
を
対
象
に
 

削
減
で
き
る
費
用
を
探
す
 

　
県
庁
内
に
は
ト
ー
タ
ル
で
１
４
７
の
シ

ス
テ
ム
が
稼
働
、う
ち
大
規
模
な
も
の
は

11
と
判
明
し
た
。こ
の
11
シ
ス
テ
ム
を
対
象

に
維
持
管
理
に
か
か
る
費
用
構
造
を
調
査

し
、人
件
費
の
削
減
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

費
用
の
削
減
を
行
っ
た
。 

　
し
か
し
、個
別
の
シ
ス
テ
ム
ご
と
に
行

う
費
用
削
減
に
は
限
界
が
あ
る
。情
報
企

画
課
で
は「
次
は
、い
く
つ
か
の
シ
ス
テ
ム

を
統
合
し
て
維
持
管
理
費
を
ス
リ
ム
化
で

き
な
い
か
と
仮
説
を
立
て
た
」（
菊
地
氏
）。 

　
課
を
横
断
し
て
の
統
合
管
理
と
な
る
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
さ
ら
に
専
門
性
が
求

め
ら
れ
る
。そ
こ
で
実
行
へ
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
役
と
し
て
迎
え
た
の
が
I
T
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ（
I
T
C
）で
あ
っ
た
。 

　
平
成
18
年
度
、
19
年
度
と
２
年
に
わ
た

り
、地
元
秋
田
の
I
T
C
・
大
澤
昌
氏
を
中

心
と
し
た
チ
ー
ム
が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
を
受
託
。シ
ス
テ
ム
維
持
管
理
費
削

減
の
研
究
・
企
画
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。 

 本
当
に
統
合
管
理
で
き
る
の
か
？
 

シ
ス
テ
ム
内
容
を
洗
い
出
し
 

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
の
仕
事
は

「
秋
田
県
の
状
況
を
調
査
・
分
析
し
、課
題

の
輪
郭
を
捉
え
る
こ
と
」か
ら
ス
タ
ー
ト
。

先
に
調
査
し
た
各
課
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、さ
ら
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
、維
持
管
理
に
か
か
っ
て
い
る
人

件
費
の
細
部
に
踏
み
込
ん
で
現
状
を
洗
い

出
し
た
。そ
の
う
え
で「
統
合
で
き
る
と
こ

ろ
は
ど
こ
か
」「
よ
り
良
い
方
策
は
何
か
」

を
テ
ー
マ
に
、担
当
課
の
職
員
と
侃
々
諤
々

の
議
論
を
重
ね
て
い
る
。 

　
こ
の
過
程
で
当
初
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た

シ
ス
テ
ム
統
合
化
の
難
し
さ
も
見
え
て
き

た
。「
ま
と
め
て
管
理
す
る
」考
え
方
か
ら
、

今
後
増
え
る
で
あ
ろ
う
維
持
管
理
費
を
抑

え
る
体
制
づ
く
り
へ
と
焦
点
が
移
っ
て
い
っ

た
の
だ
。新
し
い
テ
ー
マ
は
、横
断
的
視
点

に
よ
る
維
持
管
理
費
削
減
に
向
け
、県
の

情
報
シ
ス
テ
ム
と
し
て
共
通
基
盤
を
作
る

こ
と
、シ
ス
テ
ム
調
達
・
維
持
管
理
の
共
通

ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
、そ
れ
ら
を
実
行
す

る
た
め
の
組
織
づ
く
り
の
3
点
と
定
め
ら

れ
た
。そ
れ
に
基
づ
き
、ま
ず
職
員
が
並
行

し
て
作
成
を
進
め
て
い
た「
情
報
シ
ス
テ

ム
調
達
指
針
」、「
情
報
シ
ス
テ
ム
調
達
マ

ニ
ュ
ア
ル
」の
策
定
と
と
も
に
、「
維
持
管

理
統
合
化
実
行
計
画
」を
策
定
し
た
。 

 コ
ン
サ
ル
に
求
め
る
の
は
 

「
こ
こ
秋
田
で
は
」ど
う
す
べ
き
か
 

　
I
T
C
大
澤
氏
は
、総
務
省
が
推
奨
す

る
E
A（
組
織
全
体
を
通
じ
た
業
務
・
シ
ス

テ
ム
の
最
適
化
を
図
る
設
計
手
法
）、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を

精
力
的
に
収
集
。的
確
な

提
案
を
行
う
べ
く
奔
走

を
続
け
て
い
る
。 

　
た
だ
、大
澤
氏
は
修
得

し
た
知
識
を
そ
の
ま
ま

持
ち
込
ん
だ
わ
け
で
は

な
い
。情
報
企
画
課
の
岡

崎
氏
は
そ
の
様
子
を
こ

う
表
現
す
る
。 

　「
共
通
基
盤
、全
体
最
適
化
等
の
テ
ー
マ

は
全
国
レ
ベ
ル
で
も
研
究
さ
れ
て
い
ま
す

が
、我
々
が
求
め
る
の
は
一
般
論
で
は
な

く
秋
田
県
で
実
行
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

良
い
か
。こ
の
点
で
地
に
足
が
つ
い
た
コ
ン

サ
ル
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
」 

　
原
則
論
に
陥
ら
ず
県
の
現
状
を
踏
ま
え

て
提
案
す
る
―
―
こ
れ
は
企
業
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
と
同
様
、I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
に
求
め
ら
れ
る
基
本
姿
勢
で
あ
る
。 

　
い
よ
い
よ
最
適
な
回
答
が
見
え
て
き
た

秋
田
県
情
報
企
画
課
の
シ
ス
テ
ム
維
持
管

理
費
用
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。 

　
武
藤
幸
子
主
査
は「
県
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
I
T
化
は
欠
か
せ
な
い
の
で
シ
ス

テ
ム
投
資
は
当
然
増
え
て
い
き
ま
す
。し

か
し
導
入
費
用
が
増
加
し
て
も
維
持
管

理
費
が
横
ば
い
で
推
移
す
る
よ
う
な
状
態

を
作
り
た
い
」と
説
明
す
る
。「
将
来
の
コ

ス
ト
を
削
減
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
も
言

え
る
だ
ろ
う
。 

　
歳
入
の
厳
し
さ
が
叫
ば
れ
る
地
方
自
治

体
に
あ
っ
て
、秋
田
県
は
職
員
給
与
の
削

減
を
は
じ
め
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
た

様
々
な
努
力
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
取
り

組
み
の
一
つ
に
、I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

の
力
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

自治体編 
〈秋田県〉 
ITコーディネータ活用記 ITコーディネータ活用記 

　企業のみならず全国の自治体でも活躍中の ITコーディネータ。今回は秋田県の県庁にて、システムの
維持管理コスト削減に関わるコンサルティングを進めるITCの活動状況を紹介する。 

システム数が増えても 
システム維持管理費を増大させない体制をつくる 

ITコーディネータ ●活用事例● ITコーディネータ ●活用事例● 本記事は「COMPASS」2007年秋号に掲載されたものです。掲載内容は2007年 10月現
在の情報に基づいています。 
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